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　2002 年 10 月１日火曜日、東京では早朝より雨が降り注いでいた。
　快晴であった前日、創立者池田大作先生が創価大学法学部授業にお見えに
なられた。早朝、聖教新聞に掲載されたその報道が目に飛び込んできた。そ
の瞬間、心の中は明るく晴れた。今日、創価女子短期大学に恐らく来られる
のではないかと、おもいを抱いた。そこで、稚拙にも、私の担当授業「会計
学原理」（現行「現代会計学」）に是非とも足を運んでいただきたいと強く念
じた。
　「２時限目の受講学生から了解が得られれば、２時限目に創立者がお見え
になられるかもしれない。もし、学生の了解が得られたならばご報告くださ
い。…」と当時の学長から教室前の廊下で告げられた。１限ではそのことに
ついて何も触れずに、通常通り授業を泰然と進めた。２限授業開始時に「皆
さんが了承して頂ければ、創立者がこの授業にお見えになるかもしれません。
如何でしょうか？」と問いかけた。歓声を上げて受講生は了承を表明した。
学生の心を落ち着かせるように、「お見えになるかどうかは本当のところは
わかりません。冷静に」と話し、学生の大歓迎の様子を学長に伝えた。
　いつものように２限目の授業を開始した。間もなくして、教室前の廊下の
ざわめきが聞こえてきた。教室の前扉が開き、案内の方から、創立者のご来
室が伝えられた。授業を即座に中断し、教壇から離れてどこかに早く移動し
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なければと焦ったが、その場にいるようにと指し示された。教室前扉の傍に
いつの間にか用意された椅子に、奥様、学長とともに着席。創立者のご指導
を身近に受けられる希代な場所であるにもかかわらず、私の所作がすべて見
られてしまう居心地の悪い場所だと、その時は思った。
　入室されるや否や、握手されながら、創立者は、「授業を中断させて申し
訳ない」といわれた。心の底から気遣いされていることが確り伝わってきた。
奥様も何度も何度も「本当にごめんなさいね」と仰っておられた。短大ご来
訪のその後の出来事も含めて、終始、創立者と奥様の微に入り細にわたるご
丁寧なご対応に、感銘をさらに深くしたものであった。
　今でも後悔しており、思い出すたびに赤面することがある。それは、事前
に、創立者が着席される椅子および机の安全確認とマイクの調整を怠ったこ
と、授業で使用した黒板の拙い字を消し忘れたこと、そして、貴重な歴史的
瞬間であったと当時思い及ばなかったことである。
　創立者のスピーチは、短大生一人残らず大道を歩み、幸福を掴ませるとの
創立者の強い気迫が胸に迫るものであった。モーパッサン『女の一生（Une 
Vie）』を通して、「宿命を嘆き、悲運を嘆くだけの人生。そんな人生を、私
は絶対に皆さんに歩ませたくない」といわれた上で、「一度しかない大切な
人生です。一つまた一つ、努力を積み重ね、一歩一歩、乗り越えながら、最
後に必ず所願満足の人生を晴れ晴れと勝ち取っていただきたい。一人も残ら
ず、幸福になっていただきたい。それが私の心からの願いです。そのための
短大の２年間です」と強く訴えられた。
　年月とともに黄金の輝きが増してきている。まさに、創価女子短期大学の
宝のスピーチである。
　「悠長に遊んで、ただ楽しめばいいという浅はかな青春を生きた人は、必ず、
後悔します。後になって苦しむものです。人生は、そんな生やさしいもので
はありません。山越え、谷越え、険難の峰を歩みながら、正しく強く、つく
りあげていく人生―そこに幸福があるのです」と述べられ、「原宿あたり（の
繁華街）で遊び歩いているような女子はだめだね！」といわれ、私に賛同を
求められた。また、鄧穎超女史の声が女子学生を勇気付けたことを通して、
「声が大切です。とくに女性の声は、人々を元気づけ、明るく、にぎやかに
していく力をもっています」と述べられた上で、「女子は賑やかなほうがい
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いよね！」といわれた。学生の本分である勉学に真摯に取組まず遊び呆けて、
肝心のときに正義を爽やかに語れない、そんな女性にはならぬようにと警告
しているように思えた。まさに、あるべき女子学生像を端的に指摘されたも
のと感じ入った。
　さらに、「私が皆さんに申し上げたいのは、『苦労を避け、やすきに流され
るような青春時代であってはならない』ということです。皆さんは、自ら求
めて、苦労をしていってください。そして、同じ苦労をするならば、『大き
な理想』のために苦労してもらいたいのです」と述べた上で、「自分の殻に
閉じこもるのではなく、『友のため』『社会のため』そして『人類のため』と
いう大いなる理想を掲げて、学んでいってもらいたい。そこに学問をする本
当の意義もあるのです」として、短大での学びの重要性を指摘してくださった。
　そして、鄧穎超女史の「女性リーダーに贈る６項目」を紹介くださった。
そのうちの第５ ｢誠実と謙虚の人であってください」は、印象深かった。
　
「誠実といっても、単なる『従順』とはちがいます。皆さんにとって
は、一生懸命に勉強することが、誠実です。それが、教員に対する誠
実であり、支えてくれるご両親に対する誠実です。また謙虚といって
も、『遠慮する』とか『自分は一歩引いて』というのではありません。
学校では、学生として、真剣に生きる。家庭では、娘として、正直に
生きる。また、結婚すれば、妻として、立派に生きる。自分が今いる、
その場所で、その立場で、周囲と協調しながら、一生懸命に生きてい
く。それが謙虚です。反対に、周りのことなど考えないで、自分のや
りたいようにやるのは傲慢です。傲慢は不正義です。人を不幸にしま
す。謙虚は正義です。人を幸福にします。」
　
　この日は台風が接近しており、午後からは大雨となった。そのような中を
圧してのご来学であった。悪天候を事ともせず、御来学された創立者と奥様
の真心に感謝の心で溢れている。歓喜の渦の中でお迎えした学生の皆さんが、
光っていた。燦然と輝くスピーチの一部について記憶を辿って、15 年の佳
節を迎え記させていただいた。希望の新学科「国際ビジネス学科」の幕開け
を控えて…。
